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令和8年1月19日(月) 宮崎県立都城商業高等学校 教諭 北郷 晶子 
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広報 都城 令和５年７月号 南日本新聞令和4年4月26日 

鿪㙹䋐ך暴䗙

䋐ך琎噰涸ז獳⡝佄䴂瘻̔獳⡝罏䚈㟓
獳⡝罏ך秈8ⶴָ㶨肪ג⚅䌒չ䋐ⰻ㽿⡝5䎃⟃♳պָ勴⟝※現在は「市内居住10年以上」 

  「高校魅力化」の重要性 
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宮崎県立都城商業高等学校 
ⶼ甧121䎃ך⠗窟吤

䞔㜠ّٝء٦ُٔا猰㉀噟زًٝآطو猰

自信と誇り、高い志を持つ自立した経済人の育成 
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高校三年間だけではなく、高校卒業後も関わっていきたいと思えるような課題に気づかせる∕出会わせるしかけづくり   

キャリア教育の視点を持った「総合的な探究の時間」 

都城商業高等学校の「総合的な探究の時間」 
その生徒「ならでは」の課題設定 
欰䖝♧➂ָ׶המ荈䊹׶֮ך倯װ欰ֹ倯׾帾ֻ罋ִծ爡⠓הꟼד⚥׷׻荈魦ך䕵ⶴה顀柃׾⚺⡤涸ח䱱瑔ׅ׷կ
㥨ֹ 䖤䠐 濼ְ׋׶ ְ׋׫ג׏װ 䮋䨌ְ׋׃ ְ׋׃ֻ״׶״ 瘝
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都城商業高等学校の「総合的な探究の時間」 
䎃如

荈䊹椚鍑٥荈䊹ⴓ匿
䱱瑔صى

䎃如 䎃如

䱱瑔و٦ذ؎و 铬겗灇瑔
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ティーチャー・インストラクター 

ファシリテーター・コーディネーター 

ジェネレーター 

学びの見通しを立てる支援 教員の経験や知識による支援 

気付きを促し、思考を深める支援 外部リソースとの接続による支援 リフレクション・意味づけの支援 

創造性を誘発させる支援 

メンター 
勇気づけ・応援 個の状況に応じたサポート 

【探究活動指導の際の教員の4つのロール】 
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ティーチャー・インストラクター 

ファシリテーター・コーディネーター 

ジェネレーター 

学びの見通しを立てる支援 教員の経験や知識による支援 

気付きを促し、思考を深める支援 外部リソースとの接続による支援 振り返り・意味づけの支援 

創造性を誘発させる支援 

メンター 
勇気づけ・応援 個の状況に応じたサポート 

取組の内側に入り、ともに活動する 
生成的な参加者。 創造のために、時には自ら手を動かし、汗をかく。 

『ジェネレーター 学びと活動の生成』  学事出版 市川 力 (著), 井庭 崇 (著) 

【探究活動指導の際の教員の4つのロール】 



共創ウェルビーイング部･･･「のくにラボ」をまちなかに創設。              世代を超えたキャリアを育む  課題研究「紙漉き文化再生プロジェクト」･･･持続可能な環境教育  
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زؙؑآٗف㖑㚖Ⱏⶼךא✳

二つのプロジェクトを通して連携した企業人や有識者が 全校生徒対象の探究活動や対話型ワークショップに参加。 全生徒たちのキャリア形成を支援。 



共創ウェルビーイング部･･･「のくにラボ」をまちなかに創設。              世代を超えたキャリアを育む  課題研究「紙漉き文化再生プロジェクト」･･･持続可能な環境教育  

10 

二つのプロジェクトを通して連携した企業人や有識者が 全校生徒対象の探究活動や対話型ワークショップに参加。 全生徒たちのキャリア形成を支援。 

زؙؑآٗف㖑㚖Ⱏⶼךא✳



宮崎県立都城商業高等学校 
 共創ウェルビーイング部のくにプロジェクト 
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「わたし」だけではなく、「わたしたち」によって創られるのもの。 
自分ひとりだけが「良好な状態」になるのではなく、 他者や社会、自然、他のいきものまでもっと広げる →はじめて本当の「ウェルビーイング」になる！ 

＝単に「ともにつくる」ということではなく、 
さまざまな人たちのあらゆるものの見方・考え方を 融合させて、新しい価値を創り出す 

＝個人や社会のよい状態。 健康と同じように日常生活の一要素であり、社会的、経済的、環境的な状況によって決定される。 
WHO(世界保健機構) 

『ウェルビーイングのつくりかた  「わたし」と「わたしたち」をつなぐデザインガイド』 渡邊淳司、 ドミニク・チェン BNN 



「のくにプロジェクト」の由来 
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こどもだけではなく  
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ז׿׫ が対象  
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「やってみたい」を拓ける場所、のくにラボ 
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「こんなの、どう？都城」summit 

令和３年３月２１日、同年７月２１日、同年１０月３１日に実施 

→都城の未来について、多世代で対話をする企画 
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都城市立図書館との連携イベント 

「つみコップであそぼう」 「ボードゲームであそぼう」 「まどにシルクスクリーンしよう！」 



19 

エシカルスウィーツレッスン 

地域でお菓子教室を開いている講師を招き、青年会議所からの協賛金で実施 
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チャリティー屋台 

能登半島沖地震、台湾大地震の直後に実施。 売上げ金はすべて寄付。 
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取り壊しが決まった 旧呉服店の壁に まちのみんなとお絵かき  
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一人ひとりの 「ウェルビーイング」が交わり、 重なり合って、 「わたしたち」の 「ウェルビーイング」な空間に。 
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世代を超えて、ゆるやかにつながり、それぞれの「ウェルビーイング」が重なり合う →地域の「ウェルビーイング」 



24 小さなこどもたちと高校生がまちなか広場で駄菓子を販売 
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eスポーツ∕ゲーム大会 
山野原自治公民館で 
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カードに書かれたお題に従って、自分が食べたい駄菓子を、 防災ポーチにつめる 

防災だがしのくにセレクション 
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こども家庭庁ホームページ掲載、訪問してプレゼン・ディスカッション 

https://www.cfa.go.jp/policies/kodomo-mannaka/case/wakamono/#miyakonojo-shogyo 
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有識者を招いて、多世代で 「コミュニティ」について考えるワークショップを実施 

令和6年7月14日 「わたしたちのウェルビーイングみーつけた！」を都城市立図書館で実施。  ゲストコメンテーター ＮＴＴコミュニケーション科学基礎研究所上席特別研究員 渡邊淳司氏  こども家庭庁 広報推進官 安藤温子氏 同総合政策担当 福士悦子氏 
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まちなか 中核ゾーン 
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医療・住宅ゾーン 

歓楽街ゾーン 

西のお寺 

西都城駅 合同庁舎 
のくにラボ 

図書館 

至 市役所 

・衰退していた商店街  で、徐々に出店が増え  つつある通りに設置  ・中核ゾーンのみに集中  する人を周辺に回遊す  る流れをつくる  ・まちの玄関口である  西都城駅と中核ゾーン  をつなぐ  ・歴史を感じさせる西の  お寺に近接 

「のくにラボ(拠点)」の周辺環境 

google map 
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リノベーションは都城高専の学生さんたちと！ 
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自分たちの手で創り出した「のくにラボ」 

宮崎日日新聞 令和7年7月7日掲載 



令和７年７月２５日  「のくにラボ」オープン 
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չٕؐؑ٦ءٝذؾٝ؝٥ؚٝ؎٦ؽ պأؙٔزو

ջس٦ؚؕٝ؎٦ؽٕؑؐך׍׋׃׋׻NTT⳿晛爡ռ

傈劤ꨵ⥋ꨵ鑧吳䒭⠓爡NTT爡⠓䞔㜠灇瑔䨽Well-being灇瑔زؙؑآٗفꆃ尶䊨噟㣐㷕KIT侄耵铬玎䎂溪歋㶨孑

鋅鸐׾׃甧גծ䮶׶鵤ؔٔؓؿز٦ه̔׷⻉



共創ウェルビーイング部･･･「のくにラボ」をまちなかに創設。              世代を超えたキャリアを育む  課題研究「紙漉き文化再生プロジェクト」･･･持続可能な環境教育  
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زؙؑآٗف㖑㚖Ⱏⶼךא✳

二つのプロジェクトを通して連携した企業人や有識者が 全校生徒対象の探究活動や対話型ワークショップに参加。 全生徒たちのキャリア形成を支援。 
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都城商業高等学校の「総合的な探究の時間」 
䎃如

荈䊹椚鍑٥荈䊹ⴓ匿
䱱瑔صى

䎃如 䎃如

䱱瑔و٦ذ؎و 铬겗灇瑔
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僻ㄤ30䎃➿דת
㖑㚖׋׏׌׿ַׁד
չ䩛怟ֹㄤ秵պ欵噟կ
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⾱俱ך加׾卫ֻזהֿׅ׵ծ
嫣䎃　琿ָ〳腉

ㄤ秵כ橆㞮ֻ׃ׁװחծ䭯竲〳腉

㣓搫稆勞100׷ְגֹדד

♧䏝⢪欽׋׃ㄤ秵׮ծ
宏ד䨱ׇלⱄןչ⾱俱պח
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蒪搶ꂃ׷ֻא׾麓玎׷⳿דծ
蒪ך呎װ淼ծ籪笝׾ㄤ秵ך⾱俱ח

ㄤ秵ח欵噟䐖唱暟׾怟ֹ鴥ָהֿ׬〳腉
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搶ꂃ蒪ךⶰ欵暟׾怟ֹ鴥׌׿չ鿪㙹ٔطؑآㄤ秵պ
搶ꂃٕشآٔؔךٕكٓ

(叛歊ꂊ鸡させ⠓爡)
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REcycleⱄ欰
♧䏝⢪׋׏ㄤ秵׾⡦䏝׮չ怟ֹ鵤׃պג⢪ֲ

REmakeⱄⶼ鸡
欵噟䐖唱暟׮ㄤ秵ך⾱俱ג׃הծ倜ז׋⣣⦼׾䭯אㅷ暟
أ٦ٔٔח⚥ך⚅ג׃ה

REgenerateⱄ圓眠
䪮遭׾「ֽ竰ְزؙلأٔ׾׍׋➂⯓׋ֹד
չ橆㞮׾㣐ⴖהֿ׷ׅחպ׮⠗ִ׷ㄤ秵פ
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スターバックスコーヒージャパンの店舗 
から出たコーヒー殻を漉き込んだ和紙 
 

宮崎ブーゲンビリア空港で咲き終えた 花を和紙に再生  
花屋から廃棄される花を押し花にして和紙に  県外の和紙工場の端紙を和紙の模様に  

 地域の和紙製のお祭りのポスターを漉き返して、事業所のポップに。 



46 イベント実施後も手漉き和紙を地域で「循環」させる  



イベント実施後も手漉き和紙を地域で「循環」させる 



「手漉き和紙ワークショップ」これまでの参加者 ５００人 超  



共創ウェルビーイング部･･･「のくにラボ」をまちなかに創設。              世代を超えたキャリアを育む  課題研究「紙漉き文化再生プロジェクト」齓齓齓持続可能な環境教育  
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زؙؑآٗف㖑㚖Ⱏⶼךא✳

二つのプロジェクトを通して連携した企業人や有識者が 全校生徒対象の探究活動や対話型ワークショップに参加。 全生徒たちのキャリア形成を支援。 
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㣐➂׮넝吤欰׮
ずׄדس٦ٕ؍ؿ

䱱瑔崞⹛׾佄䴂
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넝吤欰荈魦ָג׏זה٦ؕ٦ؾأزأ؜ծ
鵚ꦄך㼭٥⚥㷕吤פ
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➙䖓ך㾜劄

秵怟ֹ俑⻉ⱄ欰زؙؑآٗف

Ⱏⶼٕؐؑ٦ؽ؎ؚٝ鿇

ծח㛇湍׾侄肪橆㞮זـء٦ؙٕٝ؎̔
㖑㚖铬겗ךפ䱱瑔崞⹛׾鸐ׄ׋չⰟⶼ㘗պٍٔؗך،侄肪׾䱿鹌ְ׋ְֹג׃

ծ׾ؐعؐظ׋׏㛅דزؙؑآٗف
ְ׋ְֹג㾜Ꟛ٥䘔欽ׇׁח㜥꬗׷ײ׵֮

勻䎃䏝׶״暴ⴽ佄䴂㷕吤ָ劤吤侲㖑ⰻחꟚ吤
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共創ウェルビーイング部「のくにプロジェクト」 課題研究「紙漉き文化再生プロジェクト」 

宮崎県立都城商業高等学校


